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シンポジウム趣旨
国公私立の設置形態を問わず，大学に地域連携が強く求められるようになってきた。少子化のため小

中高の学校数や生徒数が目に見えて減少する一方で，大学はむしろ数が増えており，貴重な「若者資源」

として，大学生に地域の期待が集まっている。また，かつての産学官連携は，大学の高度な専門性を生

かした研究開発や自治体の委員会への人材供出が主であったが，近年は地域活性化の切り札として，広

義のデザイン的手法による地域資源のブランディングやイベント開催，さらには学生が地域内で就職し

定着することなど，求められる内容も多岐にわたっている。こうした期待に大学が応えるべく努力する

一方で，現在の大学はさまざまな社会からの要求に疲弊しきっており，地域連携のために割ける時間と

エネルギーは限られる。今回のシンポジウムでは，地域の要求に大学がいかに応えうるかの可能性を探

ると同時に，地域連携におけるデザイン思考やデザイン的問題解決手法の有効性について議論を交わし

たい。� （執筆者　川島洋一）
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「（大学×地域）×デザイン」
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